グリーンテクノバンク北方系機能性植物研究会
農業・食品・健康産業活性化シンポジウム

『道内アグリ・フーズビジネス活性化戦略』

農林水産業を基幹産業とする本道は、豊富な食資源がありながら、その高付加価値化に対する脆弱性が道内経済不況の一要因となっています。道内には、栄養機能性の高い農水産物が知られ、『特定保健用食品』とは別に生鮮食材や加工品に対する機能性成分や生理機能に対する表示法について農水省、厚労省、経産省に関連するNPO法人が関与して検討が行われています。今回は、本道の先進的な農業生産者、食品企業家、公設試、大学を中心に行政の施策を融合させてアグリ・フーズビジネスの行方について皆様と共に考える一助としたいと存じます。

日　時：平成21年10月22日（木）13：30―17：30

場　所：札幌ガーデンパレス２階「丹頂」（札幌市中央区北1条西6丁目 TEL011-261-5311）

参加費：無　料
主　催：ＮＰＯ法人グリーンテクノバンク

共　催：独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
後　援：（予定）経済産業省北海道経済産業局、北海道、札幌市、北海道経済連合会、北海道中小企業家同友会、（財）北海道科学技術総合振興センター、ＮＰＯ法人北海道バイオ産業振興協会、東海大学北海道キャンパス
次　第

13：30―13：40　　　主催者開会挨拶

13：40―14：25　　「野菜・果物の栄養・機能性成分表示について」

農林水産省生産局生産流通振興課・課長補佐　 　佐藤　由郁　氏

14：25―15：10　　「北海道の特産農産物によるアグリビジネスの展開 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有）植物育種研究所　代表取締社長　　　　　　　 岡本　大作　氏

15：10―15：20　　　休　憩
15：20―16：05　　「機能性食品の研究開発と販売における問題 」

日生バイオ株式会社・北海道研究所長　　　　　　　 杉　　正人　氏
16：05―16：50　　「ハスカップおよびアロニア加工残渣を活用したメタボリックシンドローム

予防食素材の開発」 

北海道食品加工研究センター・農産食品科長　 　　太田　智樹　氏
16：50―17：05　　「機能性食品の未来と加工食品産業 」
NPO法人新食品・機能性食品と農林畜水産業を語る会
専務理事                     　　　　　　　　　　　栗下　昭弘　氏
17：05―17：20　　「アグリ・フーズビジネス活性化に向けての提言」
東海大学副学長（北海道キャンパス担当）　　　　　　 西村　弘行　氏

17：20―17：30　　　閉会挨拶
申込締切：　平成21年10月17日（土）

問合せ申込先：ＮＰＯ法人グリーンテクノバンク　ＴＥＬ：011-210-4477　E-mail: gtbh@almond.ocn.ne.jp
　　　　　　　
